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我々はテラヘルツ･エバネッセント波と励起光との相互作用を利用したテラヘルツ波計測法を

提案・実証してきた。チェレンコフ位相整合によりテラヘルツ波を発生させ、全反射を利用して

テラヘルツ・エバネッセント波を結晶界面に局在させる。この領域にサンプルを近づける事でエ

バネッセント波を介したテラヘルツ波帯の情報取得を行い、テラヘルツ波の受けた変化を励起 2

波長光に転写する。この励起 2 波長光の強度変化を差分検出する事でサンプルの情報が得られる

（図 1）。本方式は近赤外光である励起光を検出することから、直接テラヘルツ波を検出すること

に比べて感度や価格における優位度が高い。かつ、テラヘルツ波の発生から検出までを単一の結

晶内で完結可能であり、コンパクトで簡易な系に展開可能である。かつ、2 次の非線形光学効果

を介した現象である事から応答が高速であり、リアルタイム計測への展開が期待される。 

提案した計測法により、金属と誘電体とが明確に判別可能であること 1)、液体の滴下による状

態変化のリアルタイム計測が可能であること 2)などを実証してきた。現在、テラヘルツ波発生・

検出部の導波路化を進めており、チタン拡散導波路を用いることで連続波光源によるテラヘルツ

波検出が確認できた（図 2）。従来のテラヘルツ波発生・検出装置に比べ、圧倒的に低価格でコン

パクトなテラヘルツ波検出装置の実現可能性が得られた。今後は励起光源から検出デバイスまで

を全て光ファイバー化し、計測の簡易性や安価な装置開発を実現することで産業界への展開を画

策する。詳細は当日報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1. テラヘルツ波検出原理模式図 

                                      図 2. 導波路上でのサンプル設置・除去時の出力変化 
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